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国
際
労
働
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ（
金
属
労
協
）で
は
、「
国
際
労
働
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
２
０
０
８
年
春
か
ら
毎
年

１
度
を
基
本
に
Ｊ
Ｃ
Ｍ
加
盟
産
別
、
企
連
、
単

組
か
ら
参
加
者
を
募
り
実
施
し
て
い
る
。
毎
回

訪
問
国
を
変
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
の

日
系
企
業
、
日
系
商
工
会
議
所
、
在
外
日
本
大

使
館
、
現
地
で
活
動
し
て
い
る
労
働
関
係
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
現
地
労
働
組
合
等
へ
の
訪
問
・
意
見
交

換
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、

第
1
回
：
タ
イ
・
マ
レ
ー
シ
ア
、
第
2
回
：
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
第
3
回
：
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
第
4

回
：
ベ
ト
ナ
ム
、
第
5
回
：
タ
イ
、
第
6
回
：

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
第
7
回
：
イ
ン
ド
、
そ
し
て

今
回
（
第
8
回
）
の
タ
イ
と
日
系
企
業
の
進
出

が
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
派
遣
し
て
お

り
、累
計
2
0
0
名
以
上
の
参
加
を
得
て
い
る
。

タ
イ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て
は
既
に
2
度

の
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
様
々
な
立
場
か
ら

の
見
方
、
考
え
方
を
学
び
、
現
地
の
労
使
関
係

を
参
加
者
が
多
面
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、「
産
別
・
単
組
に
お
け
る
国
際
関
係
を
担

え
る
人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
時
に
、
日
系
各
企
業
の
現
地
労
組
と
日
本
の

親
企
業
労
組
と
の
関
係
構
築
、
ひ
い
て
は
Ｍ
Ｎ

Ｃ
（
多
国
籍
企
業
）
労
組
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

現
地
の
労
働
組
合
と
の
会
議
の
際
に
は
、
可
能

な
限
り
日
本
側
の
参
加
者
の
出
身
企
業
と
関
係

の
あ
る
現
地
の
労
組
か
ら
の
出
席
を
現
地
産
別

に
要
請
し
て
い
る
。

　

実
際
に
海
外
に
出
向
い
て
の
1
週
間
の
研
修

の
前
後
に
は
、
国
内
に
お
い
て
も
研
修
を
実
施

し
、
事
前
に
国
際
労
働
運
動
全
体
や
タ
イ
の
労

働
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
な
ど
の
準
備
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
ま
た
、
事
後
に
は
参
加
者

に
自
組
織
で
の
今
後
の
国
際
活
動
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
機
会
を
持
つ
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ
か
け
と
し
て
、「
海

外
労
組
と
の
交
流
を
開
始
し
た
」、
ま
た
「
単

組
に
国
際
局
を
設
置
し
た
」
と
い
っ
た
報
告
を

参
加
者
か
ら
受
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

で
の
国
際
活
動
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
繋
っ

て
い
る
。

第
8
回 

国
際
労
働
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

第
8
回
国
際
労
働
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

2
0
1
3
年
9
月
30
日

－

10
月
1
日
の
国
内

で
の
事
前
研
修
を
経
て
、
10
月
28
日

－

11
月
１

日
に
か
け
て
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
お
よ
び
そ
の
周

辺
で
海
外
実
地
研
修
を
実
施
し
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｍ
加

盟
組
織
よ
り
31
名
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
本
部
か
ら
は
平
川

事
務
局
次
長
／
国
際
局
長
お
よ
び
岩
井
国
際
局

部
長
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
加
盟
の
4

第
８
回 

Ｊ
Ｃ
Ｍ
国
際
労
働
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告

2
日タイ金属労働者交流会議

Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
次
長（
国
際
局
長
）
平
川 

秀
行

つ
の
産
別
よ
り
１
名
ず
つ
４
名
の
女
性
の
参
加

も
得
た
。
国
際
労
働
運
動
で
は
女
性
の
活
動
へ

の
参
画
を
大
変
重
視
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
で
も

諸
活
動
に
お
け
る
女
性
参
画
の
促
進
を
図
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
積
極
的
な
女
性
の
参

加
に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
し
た
い
。

　

さ
て
、
タ
イ
で
の
実
施
研
修
の
具
体
的
な
内

容
で
あ
る
が
、10
月
28
日
お
よ
び
29
日
両
日
で
、

在
タ
イ
日
本
大
使
館
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿

易
振
興
機
構
）タ
イ
事
務
所
、Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｓ
（
ア

メ
リ
カ
国
際
労
働
連
帯
セ
ン
タ
ー
：
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）

タ
イ
事
務
所
、Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｆ
（
国
際
労
働
財 

団
：
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
タ
イ
事
務
所
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ（
タ

イ
経
営
者
協
会
）、
タ
イ
労
働
省
を
そ
れ
ぞ
れ

訪
問
し
、
タ
イ
の
経
済
・
労
働
情
勢
や
労
使
関

係
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
持
っ
た
。

　

こ
れ
ら
各
所
と
の
意
見
交
換
で
タ
イ
の
状
況

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
上
で
、
10
月
30
日
に

は
、
タ
イ
の
金
属
産
業
別
労
働
組
合
で
あ
る
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ
（
タ
イ
電
子
・
電
機
機
器
・
自
動
車
・

金
属
労
働
者
総
連
合
）
と
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
（
タ
イ
自

動
車
労
働
会
議
）
の
２
組
織
と
と
も
に
、「
日

タ
イ
金
属
労
組
交
流
会
議
」を
開
催
し
た
。「
会

社
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
日
常
的
な
会
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社
と
の
話
し
合
い
の
仕
組
み
」
お
よ
び
「
組
合

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
職
場
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
労
働
組
合
員
の
意

識
」
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
、
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
が
報
告
し
、
質
疑
応
答
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
相
互
理
解
の
促
進
を
図
っ
た
。

　

さ
ら
に
労
使
関
係
の
実
態
を
現
場
で
研
鑚

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
31
日
に
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
・
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
シ
ス
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）、

11
月
１
日
に
日
産
モ
ー
タ
ー
（
タ
イ
ラ
ン
ド
）

を
訪
問
し
、
工
場
見
学
と
労
使
と
の
懇
談
を
行

っ
た
。
ま
た
タ
イ
の
金
属
産
業
の
産
別
労
働
組

合
の
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
知
る
こ
と
を
目

的
に
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
そ
れ
ぞ
れ
の
本

部
を
訪
問
し
た
。

　

現
地
の
労
働
組
合
と
の
懇
談
の
後
に
は
夕

食
会
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
日
本
側
の

参
加
者
と
、
そ
の
出
身
企
業
と
関
係
の
あ
る
現

地
の
労
組
か
ら
の
出
席
者
の
席
を
近
く
に
配
置

し
、
日
・
タ
イ
労
組
間
の
関
係
構
築
を
図
っ
た
。

　

今
回
の
特
徴
点
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
（
タ
イ
経
営

者
協
会
）
及
び
タ
イ
労
働
省
を
訪
問
し
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
海
外
実
地
研
修
で
は
、

在
外
日
本
大
使
館
や
在
外
日
本
人
経
営
者
団
体

を
訪
問
し
て
き
た
が
、
今
回
は
労
働
組
合
の
み

な
ら
ず
、
現
地
人
の
経
営
者
、
現
地
の
政
府
機

関
と
い
う
タ
イ
人
の
様
々
な
立
場
の
方
々
か
ら

お
話
を
お
聞
き
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
新

た
な
視
点
を
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
追
加
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

意
見
交
換
の
内
容
か
ら
特
に
印
象
的
で
あ
っ

た
も
の
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｔ
、
タ
イ
労
働
省
と
の
懇
談
で
は
、

ど
ち
ら
に
お
い
て
も
タ
イ
の
労
働
組
合
組
織

率
が
低
い
こ
と
（
民
間
企
業
に
お
い
て
２
％
程

度
）、
ま
た
労
働
組
合
が
分
裂
状
況
に
あ
る
こ

と
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
も
10
組
織

以
上
が
存
在
）
が
話
題
に
上
り
、
課
題
認
識
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
は
、「
国
際
労
働
運
動
に
お

い
て
も
、
タ
イ
に
お
け
る
労
働
組
合
の
状
況
に

は
課
題
が
あ
る
認
識
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
労

働
組
合
の
立
場
か
ら
も
タ
イ
に
お
け
る
組
織
化

の
推
進
、
労
働
組
合
の
団
結
に
向
け
た
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
き
た
い
」「
と
り
わ
け
、
Ｇ
Ｕ
Ｆ

（
国
際
産
業
別
労
働
組
合
組
織
）
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
2
年
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金
属
労
連
）、Ｉ 

Ｃ
Ｅ
Ｍ
（
国
際
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
鉱
山
一
般
労

連
）、
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ（
国
際
繊
維
被
服
皮
革
労

働
組
合
同
盟
）
が
合
併
し
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
が
結
成
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
タ
イ
で
も
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
加
盟
組
織

間
に
団
結
の
動
き
が
あ
る
の
で
、
こ
の
動
き
を

歓
迎
し
て
い
る
。」
こ
と
を
伝
え
た
。

　

ま
た
、
現
地
の
労
働
組
合
と
の
懇
談
に
お
い

て
は
、
上
記
し
た
、
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
加
盟
組
織
間

の
団
結
の
動
き
に
つ
い
て
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
を
は
じ

め
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
加
盟
組
織
が
、
未
加
盟
で
あ

っ
た
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｔ
も
含
め
て
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
（
タ
イ
産

業
労
働
組
合
総
連
合
）
を
結
成
し
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
タ
イ
の
労
働
運
動
を
進

め
る
た
め
に
は
団
結
が
必
要
と
の
認
識
が
、
タ

イ
の
組
織
間
で
醸
成
さ
れ
た
結
果
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
労
働
法
制
等
に
対
す
る
現
状
の
政

治
の
対
応
に
大
き
な
不
満
を
抱
き
、
自
ら
政
党

を
設
立
し
政
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う

希
望
も
表
明
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
結
成
の
機
運
が

高
ま
っ
た
と
い
う
実
態
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
将
来
的
に
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
で
統
一
し
た

候
補
を
立
て
、
一
定
の
勢
力
が
確
保
で
き
れ
ば

“
労
働
党
”
を
結
成
す
る
と
の
目
標
も
述
べ
ら

れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
終
了
し
、
11

月
2
日
に
は
全
員
無
事
帰
国
し
た
。
帰
国
後
に

は
、
11
月
28
日

－

29
日
の
日
程
で
、
事
後
研
修

を
開
催
し
、
海
外
実
地
研
修
の
成
果
を
各
組
織

の
活
動
に
今
後
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
た
。

今
後
へ
の
期
待

　

現
地
の
労
働
運
動
の
“
今
〟
に
直
接
触
れ
る

機
会
を
提
供
で
き
る
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の

経
験
を
踏
ま
え
、
各
参
加
者
が
持
ち
場
、
立
場

で
Ｍ
Ｎ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
中
心
と
し

た
国
際
労
働
運
動
を
推
進
い
た
だ
く
こ
と
を
切

に
願
っ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
と
し
て
も
各

組
織
で
の
活
動
へ
の
最
大
限
の
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
申
し
述
べ
、

報
告
と
す
る
。

日タイ金属労働者交流会議での集合写真

タイ労働省での意見交換


